
シニアの運転をサポート
サポカーの体験乗車会を実施
　10月20日（木）に、箟岳公民館において、トヨタ車
を取り扱う株式会社ネッツトヨタ仙台とあいおいニッ
セイ同和損害保険株式会社の協力の下、涌谷町交通指
導隊と涌谷町婦人防火交通安全クラブ連合会の皆さん
を対象に、自動ブレーキシステムを搭載したセーフ
ティサポートカー「サポカー」の乗車体験会と交通安
全講習会が開かれました。
　近年、ブレーキとアクセルの踏み間違えによるシニ
アドライバーの事故が起きている原因を学びながら、
技術革新が安全な運転をサポートしていることを体験
しました。

芸術に彩られた涌谷の秋
第46回町民文化祭が開催されました
　11月2日（水）と3日（木）の2日間、涌谷公民館を会場
に町民文化祭が開催されました。
　会場には涌谷町内の文化芸術団体や個人の作品が展
示されたほか、3日（木）には3年ぶりとなるステージ発
表が行われ、「嵯

さ

峨
が

舞
ま い

芯
し ん

会
か い

」や「小
こ

佐
さ

川
が わ

会
か い

」などの日
本舞踊、「オカリナ」や「ダンス」などのサークル活
動の成果が披露されました。

子育て支援サークル・おひさまスマイル活動報告
ヨガでリラックス＆リフレッシュ
　10月18日（火）に涌谷町在住のヨガインストラクター、ラモス
久

く

美
み

子
こ

先生による『ヨガでリラックスタイム』を開催。今回は、
心が変わる呼吸法と眼ヨガを教えていただきました。ヨガは、体
の気の巡りを良くして、体が健やかになるそうです。吐く息を大
事に意識しながら行う呼吸法や、眼ヨガでは、呼吸も意識しなが
ら眼をしっかり動かしたり、眼のまわりを指先を使って刺激して
ほぐしたりする方法などを指導いただき、実践しました。子育て
や家事、仕事で、時間に追われる日々を過ごす中、ヨガは体だけ
でなく、自分の心にも向き合う時間となり、リラックスできるひ
と時となりました。

遠藤釈雄町長コラム

年の瀬に想う
　10月、スピードスケーターの小

こ

平
だいら

奈
な

緒
お

さんが引退さ
れた。小平さんは、平

ぴょん

昌
ちゃん

五輪でライバルだった韓国の
李

い

相
さ ん

花
ふ ぁ

さんを抑えて金メダリストになられた方である。
泣きじゃくる相花さんに寄り添い、話しかけていた姿
が忘れられない。「リスペクト」という言葉はこの時
広まった。ありのままの相手を受け入れ、敬うのがリ
スペクト。侵略、ミサイル攻撃、世界が壊れる前に国
同士、リスペクトし合ってほしい。来る年が平和であ
ることを願う。

《遠藤釈雄町長の公務（10月16日～11月15日）》
●10月21日㈮ 涌谷町議会運営委員会  （役場）
●10月28日㈮ 石巻・新庄地域高規格道路建設促進 

 期成同盟会要望会  （仙台市）
●11月 9日㈬ 主要地方道河南築館線整備促進期成 

 同盟会・県道涌谷田尻線改修促進協 
 議会要望会  （仙台市）

●11月10日㈭ 令和5年度県予算編成並びに施策に 
 関する要望会  （仙台市）

●11月11日㈮ 仙北地域道路懇談会  （美里町）
●11月14日㈪ 出来川改修促進期成同盟会要望会
 （仙台市）
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に
初
当
選
さ
れ
、
連
続
５
期
19
年

務
め
、
そ
の
間
、
副
議
長
や
涌
谷

町
議
会
活
性
化
調
査
特
別
委
員
会

委
員
長
を
歴
任
。
そ
の
手
腕
、
力

量
か
ら
平
成
19
年
10
月
か
ら
平
成

23
年
４
月
ま
で
副
町
長
に
就
任
さ

れ
ま
し
た
。
平
成
23
年
３
月
11
日

に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
際

に
は
、
地
震
直
後
に
災
害
対
策
本

を
実
行
し
、
平
成
26
年
７
月
に
六

軒
町
裏
地
区
災
害
公
営
住
宅
８
戸

を
、
平
成
27
年
３
月
に
は
中
江
南

地
区
に
12
戸
、
渋
江
地
区
に
28
戸

の
供
用
を
開
始
さ
せ
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
同
災
害
で
町
民
の
社
会
教

育
・
生
き
が
い
づ
く
り
の
根
幹
で

あ
る
涌
谷
公
民
館
が
全
壊
し
た
こ

と
を
受
け
、
全
壊
し
た
施
設
の
解

体
と
新
た
な
施
設
の
設
計
・
建
設

を
可
及
的
速
や
か
に
実
行
し
、
平

成
27
年
４
月
に
落
成
に
至
ら
せ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
に
伴
う

原
子
力
災
害
を
教
訓
に
、
今
後
再

び
同
様
の
災
害
・
事
故
が
発
生
し

た
後
も
、
町
民
が
安
全
に
避
難
で

き
る
よ
う
、
山
形
県
大
石
田
町
と

平
成
25
年
９
月
に
友
好
交
流
協
定

を
締
結
し
、
相
互
応
援
協
力
体
制

を
整
備
。
そ
の
他
に
も
、
大
韓
民

国
扶
餘
郡
林
川
面
や
十
文
字
学
園

と
友
好
協
定
を
締
結
さ
せ
ま
し
た
。

　

社
会
資
本
整
備
分
野
に
お
き
ま

し
て
は
、
人
口
減
少
社
会
に
お
け

る
今
後
の
町
の
発
展
に
向
け
て
、

町
民
が
共
働
き
で
あ
っ
て
も
安
心

し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
が
望

ま
れ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、
平

成
25
年
４
月
に
町
内
初
の
幼
保
一

元
型
施
設
「
さ
く
ら
ん
ぼ
こ
ど
も

園
」
の
開
園
に
大
き
く
貢
献
す
る

と
と
も
に
、
平
成
26
年
３
月
に
の

の
だ
け
幼
稚
園
の
開
園
や
平
成
27

年
４
月
に
新
生
涌
谷
中
学
校
の
開

校
に
、
地
域
住
民
の
意
思
を
汲
み

取
り
な
が
ら
、
学
校
な
ど
の
適
正

配
置
の
推
進
に
あ
た
り
教
育
委
員

会
と
の
調
整
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

産
業
分
野
に
お
き
ま
し
て
は
、�

未
曽
有
の
大
災
害
か
ら
の
復
興
に

は
、
新
た
な
産
業
の
創
出
が
必
要

不
可
欠
と
判
断
し
、
そ
れ
ま
で
涌

谷
町
が
推
進
し
て
き
た
「
健
康
と

福
祉
の
ま
ち
」
を
さ
ら
に
深
化
・

拡
大
さ
せ
る
も
の
と
し
て
、
平
成

23
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
第
四
次

涌
谷
町
総
合
計
画
後
期
計
画
を
前

提
と
し
た
「
復
興
ま
ち
づ
く
り
マ

ス
タ
ー
・
プ
ラ
ン
」
を
平
成
24
年

３
月
に
策
定
し
、
食
と
農
に
よ
る

産
業
の
活
性
化
や
生
薬
・
漢
方
に

よ
る
健
康
づ
く
り
を
推
し
進
め
、

涌
谷
町
の
食
と
農
の
地
域
ブ
ラ
ン

ド
の
礎
を
築
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
安
部
氏
の
地
方
自
治

の
功
績
が
評
価
さ
れ
、
平
成
28
年

11
月
に
宮
城
県
文
化
の
日
表
彰
を

受
賞
。
令
和
４
年
10
月
７
日（
金
）

に
逝
去
さ
れ
た
後
、
叙
位
従
六
位

と
叙
勲
旭
日
双
光
章
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。

　

安
部
氏
の
長
年
に
わ
た
る
ご
功

績
に
対
し
深
甚
な
る
敬
意
と
感
謝

を
申
し
上
げ
、
哀
悼
の
意
を
表
し

ま
す
。

　

安
部
周
治
氏
は
、
昭
和
41
年
に

東
京
都
で
警
視
庁
に
入
庁
さ
れ
、

昭
和
61
年
７
月
ま
で
の
約
20
年
間

に
わ
た
り
、
昼
夜
を
問
わ
ず
地
域

の
治
安
維
持
に
努
め
た
後
、
ふ
る

さ
と
涌
谷
町
へ
と
里
帰
り
し
、
持

ち
前
の
人
望
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

に
よ
っ
て
地
域
住
民
か
ら
推
さ
れ

て
昭
和
63
年
に
涌
谷
町
議
会
議
員

部
を
設
置
し
、
住
民
の
安
否
確
認

や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
な
ど
の
早
期
復

旧
の
た
め
昼
夜
を
問
わ
ず
全
力
で

陣
頭
指
揮
を
補
佐
し
な
が
ら
、
一

日
で
も
早
く
震
災
前
の
状
況
を
取

り
戻
す
た
め
に
は
復
旧
の
指
針
を

可
及
的
速
や
か
に
示
し
、
実
行
に

移
す
こ
と
が
重
要
と
し
、
涌
谷
町

災
害
復
旧
計
画
の
作
成
に
全
力
を

注
ぎ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
平
成
23
年
８
月
に
は
、

多
く
の
町
民
の
衆
望
を
担
い
、
涌

谷
町
長
に
当
選
し
、
平
成
27
年
ま

で
の
１
期
４
年
間
に
わ
た
り
町
長

と
し
て
、
確
固
た
る
政
治
信
念
を

持
ち
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
迅

速
な
る
復
旧
・
復
興
に
尽
力
し
な

が
ら
、
震
災
を
教
訓
と
し
た
防
災

体
制
の
整
備
強
化
や
少
子
高
齢
人

口
減
少
社
会
に
即
し
た
教
育
・
子

育
て
環
境
の
整
備
に
努
め
る
な
ど
、

多
方
面
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
発

展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

社
会
資
本
整
備
分
野
に
お
き
ま

し
て
、
町
長
就
任
直
前
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
未
曽
有

の
甚
大
な
る
被
害
か
ら
一
日
も
早

く
平
穏
な
日
常
を
取
り
戻
せ
る
よ

う
、
災
害
復
旧
・
復
興
を
推
進
さ

せ
ま
し
た
。
中
で
も
、
住
ま
い
を

失
っ
た
町
民
の
安
息
の
地
を
創
出

す
る
た
め
、
災
害
公
営
住
宅
の
整

備
に
あ
た
り
、
迅
速
に
用
地
買
収

涌
谷
町
元
町
長

安あ

部べ

周し
ゅ
う

治じ

氏
が
逝
去

従
六
位
・
旭
日
双
光
章
を
受
章
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《
防
災
に
つ
い
て
》

問　
町
内
の
浸
水
へ
の
対
策
は
？

答　
浚し

ゅ
ん

渫せ
つ

な
ど
で
下
流
部
か
ら
対

応
し
て
い
る
。
ま
た
、
今
年
か
ら

国
土
交
通
省
の
ポ
ン
プ
車
が
町
内

に
待
機
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
被

害
が
出
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
。

問　
出
来
川
の
決
壊
、
越
水
の
原

因
は
？

答　
サ
イ
フ
ォ
ン
が
動
か
な
か
っ

た
の
が
要
因
の
１
つ
で
あ
る
。
県

で
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

《
国
民
健
康
保
険
病
院
に
つ
い
て
》

問　

病
院
は
町
の
シ
ン
ボ
ル
で

あ
っ
た
。
今
、
何
が
問
題
に
な
っ

て
い
る
の
か
？

答　
病
院
の
経
営
悪
化
か
ら
町
が

財
政
非
常
事
態
宣
言
を
行
う
要
因

と
な
っ
た
。
セ
ン
タ
ー
設
立
当
初

の
基
本
理
念
に
立
ち
返
り
、保
険・

医
療
・
福
祉
・
介
護
を
一
体
的
に

提
供
す
る
地
域
包
括
医
療
シ
ス
テ

ム
を
進
め
な
が
ら
経
営
を
安
定
さ

せ
て
い
く
。

問　
病
院
の
次
の
管
理
者
は
？

答　
で
き
る
だ
け
早
く
選
任
す
る

た
め
、
調
整
し
て
い
く
。

《
認
定
こ
ど
も
園
開
園
に
つ
い
て
》

問　
認
定
こ
ど
も
園
の
開
設
に
よ

り
町
立
幼
稚
園
の
整
理
は
あ
る
の

か
？

答　
涌
谷
幼
稚
園
、
南
幼
稚
園
と

も
に
老
朽
化
が
激
し
い
。
認
定
こ

ど
も
園
の
入
園
の
動
向
を
見
な
が

ら
、
今
後
の
あ
り
方
を
統
廃
合
も

含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

《
公
共
施
設
の
管
理
に
つ
い
て
》

問　
箟
岳
地
区
体
育
館
の
整
備
は

い
つ
な
さ
れ
る
の
か
？

答　
こ
れ
ま
で
補
修
す
る
財
源
が

な
く
、
手
を
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た

が
、
今
年
過
疎
に
指
定
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
こ
の
財
源
を
使
用
し

な
が
ら
事
業
を
行
い
た
い
。

問　
上
水
道
の
改
修
計
画
は
？

答　
予
算
の
範
囲
の
中
で
、
影
響

が
大
き
い
所
か
ら
順
次
更
新
し
て

い
る
。

《
財
政
再
建
に
つ
い
て
》

問　
財
政
調
整
基
金
は
い
く
ら
あ

れ
ば
良
い
の
か
？

答　

国
で
は
標
準
財
政
規
模
の

20
％
～
30
％
が
望
ま
し
い
と
言
っ

て
い
る
。
当
町
に
当
て
は
め
る
と

20
％
で
10
億
円
こ
れ
に
病
院
の
貸

付
４
億
円
を
加
え
、
14
億
円
あ
れ

ば
健
全
な
財
政
運
営
が
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。

問　
燃
油
高
騰
に
よ
り
、
財
政
再

建
計
画
に
影
響
が
あ
る
の
か
？

答　
燃
油
な
ど
の
高
騰
は
施
設
管

理
費
の
増
大
に
つ
な
が
り
、
計
画

の
達
成
が
非
常
に
厳
し
い
状
態
と

な
っ
て
い
る
。

《
環
境
問
題
に
つ
い
て
》

問　
太
陽
光
の
設
置
に
よ
り
、
環

境
悪
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
設

置
業
者
へ
の
指
導
が
で
き
な
い

か
？

答　
現
在
の
法
律
な
ど
で
指
導
は

で
き
な
い
が
、
申
し
入
れ
は
行
っ

て
い
く
。

《
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
》

問　
人
口
減
少
対
策
に
他
市
町
村

で
は
子
育
て
支
援
と
し
て
小
中
学

校
の
給
食
費
を
無
料
化
す
る
な
ど

の
施
策
を
行
っ
て
い
る
。
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
？

答　
町
内
あ
る
い
は
圏
域
で
企
業

を
誘
致
す
る
こ
と
で
、
就
業
の
場

を
確
保
し
、
生
産
年
齢
人
口
の
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
る
。
子
育
て

支
援
策
に
つ
い
て
も
有
効
な
施
策

と
考
え
て
い
る
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
政
課　
☎
43
ー
２
１
１
２

若者が住みやすい
まちづくりを…

移住者を
増やすには…

産業を活性化
させるには…

　町では、第五次涌谷町総合計画後期計画をはじ
め、町民の皆さんと行政が協働したまちづくりを
推進していくため、皆さんからの意見や提案をお
聞きする場として町政懇談会を開催しました。
　3年ぶりとなった懇談会は、10月11日(火)に東
地区、12日(水)に箟岳地区、18日(火)19日(水)に
西地区を対象に大勢の皆さんに参加いただきまし
た。
　多くの質問や提言、活発な意見の中からその一
部を紹介します。
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保
険
料
の
月
額
は
４
０
０
円
で
、

納
付
は
申
し
込
み
月
分
か
ら
と
な

り
、
納
付
期
限
は
翌
月
末
で
す
。

付
加
年
金
額（
年
額
）は
２
０
０
円

に
付
加
保
険
料
を
納
め
た
月
数
を

掛
け
た
額
に
な
り
ま
す
。

　
申
込
場
所
は
年
金
事
務
所
ま
た

は
役
場
町
民
生
活
課
町
民
生
活
班

で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

古
川
年
金
事
務
所

☎
23
ー
１
２
０
０

町
民
生
活
課
町
民
生
活
班

☎
43
ー
２
１
１
３

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

か
か
わ
る
お
知
ら
せ

《
休
日
受
取
窓
口
を
開
設
し
ま
す
》

　
仕
事
の
都
合
で
平
日
の
時
間
内

に
役
場
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
受
け
取
れ
な
い
と
い
う
人
の
た

め
に
、
休
日
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

所
要
時
間
は
、
受
付
を
し
て
か
ら

10
分
程
度
で
す
。

▼
日
時　
12
月
11
日（
日
）

　
９
時
～
12
時（
事
前
予
約
制
）

▼
場
所　
町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

▼
予
約
電
話
番
号　

☎
43
ー

２
１
１
３（
平
日
９
時
～
17
時
・

定
員
18
人
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
）

▼
受
け
取
り
に
必
要
な
も
の

①
交
付
通
知
書（
ハ
ガ
キ
）②
本
人

確
認
書
類（
Ａ
ま
た
は
Ｂ
）Ａ
：
運

転
免
許
証
な
ど
写
真
付
き
公
的
身

分
証
明
書
１
点
・
Ｂ
：
保
険
証
・

年
金
手
帳
・
医
療
受
給
者
証
な
ど

２
点
③
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド

（
紙
製
・
失
く
し
た
場
合
は
、
紛

失
届
を
書
き
、手
続
き
で
き
ま
す
）

④
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
お
持

ち
の
人
の
み
）

▼
平
日
に
受
け
取
る
場
合　
平
日

８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
に
、

町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班
で
受
け

取
れ
ま
す
。
毎
週
水
曜
日
は
19
時

ま
で
窓
口
を
延
長
し
て
い
ま
す
。

混
雑
時
は
、
お
待
た
せ
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

《
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
》

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
受
け
取
る

た
め
に
必
要
な
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
申
請
期
限
は
12
月
末
ま

で
、
ポ
イ
ン
ト
の
申
込
期
限
は
、

令
和
５
年
２
月
末
ま
で
で
す
。

《
夜
間
窓
口
に
つ
い
て
》

　
12
月
28
日（
水
）は
夜
間
窓
口
を

お
休
み
す
る
た
め
、
業
務
は
８
時

30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

☎
43
ー
２
１
１
３

お
詫
び
と
訂
正

　
広
報
わ
く
や
11
月
号
で
掲
載
内

容
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正

し
、
お
詫
び
し
ま
す
。

▼
10
ペ
ー
ジ
涌
谷
第
一
小
学
校
に

演
台
と
下
駄
箱
を
贈
呈
の
記
事
内

の
千
坂
剛
久
社
長
の
名
前
の
読
み

仮
名

誤
）た
け
ひ
さ

正
）た
か
ひ
さ

▼
24
ペ
ー
ジ
黄
金
の
匠
た
ち
の
記

事
内
の
山
内
竜
大
社
長
の
名
前
の

読
み
仮
名

誤
）り
ゅ
う
た

正
）た
つ
ひ
ろ

▼
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
政
課
企
画
班

☎
43
ー
２
１
１
２

善
意
を
あ
り
が
と
う

（
10
月
分
受
付
）

▼
ふ
る
さ
と
納
税

　
全
国
の
１
０
９
人
の
皆
さ
ま 

 

２
６
６
万
６
千
円

▼
福
祉
の
一
助
と
し
て

　
有
限
会
社
沼ぬ

ま

館だ
て

食し
ょ
く

品ひ
ん

興こ
う

業ぎ
ょ
う

　
ハ
ン
バ
ー
グ
レ
ス
ト
ラ
ン

　
つ
き
み
ち
さ
ま 

10
万
円

▼
町
行
政
の
一
助
と
し
て

　
匿
名
さ
ま 

２
万
円

▼
教
育
行
政
の
一
助
と
し
て

　
Ｎ
Ｏ
Ｋ
メ
タ
ル
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役　
奥お

く

山や
ま

公こ
う

志し

さ
ま

 

朝
日
写
真
ニ
ュ
ー
ス
１
年
分

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
総
務
班

☎
43
ー
２
１
１
１

教
育
長
再
任
の

お
知
ら
せ

　
涌
谷
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の

柴
有
司
氏
が
議
会
の
同
意
を
得
て
、

引
き
続
き
教
育
長
と
し
て
町
長
か

ら
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
令

和
４
年
11
月
28
日
か
ら
令
和
７
年

11
月
27
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

　
今
後
に
向
け
「
長
引
く
コ
ロ
ナ

禍
に
あ
っ
て
も
、
園
児
・
児
童
・

生
徒
の
安
全
安
心
を
確
保
し
つ
つ

学
び
を
止
め
な
い
工
夫
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、『
子
ど
も
た
ち
の

命
を
守
り
成
長
を
支
援
す
る
学

校
・
園
づ
く
り
』『
職
員
が
生
き

が
い
と
働
き
が
い
を
感
じ
る
風
通

し
の
良
い
職
場
づ
く
り
』
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述

べ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

教
育
総
務
課　
☎
43
ー
２
１
４
０

セ
ン
タ
ー
長
退
職
の

お
知
ら
せ

　

涌
谷
町
町
民
医
療
福
祉
セ
ン

タ
ー
長
の
大
友
和か

ず

夫お

氏
が
令
和
４

年
９
月
30
日
を
も
っ
て
退
職
さ
れ

ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　
☎
43
ー
２
１
１
１

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

付
加
保
険
料
制
度

　
毎
月
の
国
民
年
金
保
険
料
に
付

加
保
険
料
を
合
わ
せ
て
納
め
る
と
、

老
齢
基
礎
年
金
受
給
時
に
付
加
年

金
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。
付
加

柴
し ば

有
ゆ う

司
じ

教育長
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調
査
票
に
記
入
し
、
返
信
用
封
筒

で
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

　
不
明
点
な
ど
は
健
康
課
国
保
介

護
班
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課
国
保
介
護
班

☎
25
ー
７
９
７
２

消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
説
明
会
と
登
録
申

請
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　
税
務
署
で
は
、
事
業
者
を
対
象

に
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。
登
録
申
請

相
談
会
は
、
希
望
者
を
対
象
に
説

明
会
後
に
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

事
前
予
約
制
で
、
各
日
程
と
も
定

員
50
人
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

ま
す
。

▼
日
程　
１
月
19
日（
木
）、
２
月

21
日（
火
）、
３
月
１
日（
水
）、
３

月
16
日（
木
）

　
各
日
程
と
も
10
時
～
11
時
45
分

と
13
時
15
分
～
15
時
に
そ
れ
ぞ
れ

開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
会
場　
宮
城
県
大
崎
合
同
庁
舎

１
階
会
議
室

▼
申
し
込
み
先

古
川
税
務
署
法
人
課
税
第
一
部
門

☎
22
ー
２
６
５
４

油
類
の
取
り
扱
い
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

　
冬
の
季
節
は
、
家
庭
で
の
油
類

を
取
り
扱
う
機
会
が
多
く
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
ホ
ー
ム
タ
ン
ク

の
操
作
ミ
ス
な
ど
に
よ
り
油
類
の

流
出
事
故
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
油

の
流
出
は
河
川
環
境
な
ど
に
影
響

を
与
え
ま
す
の
で
、
ホ
ー
ム
タ
ン

ク
の
状
態
や
取
り
扱
い
な
ど
に
つ

い
て
再
度
確
認
し
、
安
全
な
使
用

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
も
し
油
を
流
出
さ
せ
て
し
ま
っ

た
場
合
は
、
左
記
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
連
絡
先

江
合
川
及
び
鳴
瀬
川
水
系
水
質
汚

濁
対
策
連
絡
協
議
会
事
務
局
北
上

川
下
流
河
川
事
務
所

☎
０
２
２
５
ー
94
ー
９
８
５
２

建
設
課
建
設
班

☎
43
ー
２
１
２
９

第
46
回
涌
谷
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
大
会
の
開
催

中
止
に
つ
い
て

　
令
和
５
年
３
月
21
日（
火
・
祝
）

に
予
定
し
て
い
た
涌
谷
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
大
会
は
、
実
行
委
員
会

で
協
議
し
た
結
果
、
中
止
と
な
り

ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

涌
谷
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
実

行
委
員
会
事
務
局（
生
涯
学
習
課

内
）

☎
43
ー
３
０
０
１

第
74
回
人
権
週
間
の

お
知
ら
せ

　
法
務
省
で
は
12
月
４
日（
日
）か

ら
10
日（
土
）ま
で
の
１
週
間
を
人

権
週
間
と
定
め
、
人
権
尊
重
思
想

の
普
及
高
揚
の
た
め
、
啓
発
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
期
間
に
合

わ
せ
て
涌
谷
町
で
は
左
記
の
と
お

り
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。
人

権
擁
護
委
員
が
無
料
で
相
談
を
受

け
ま
す
。
い
じ
め
や
セ
ク
ハ
ラ
な

ど
に
一
人
で
悩
ま
ず
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
・
場
所

▽
特
設
相
談　
12
月
６
日（
火
）10

時
～
15
時
・
涌
谷
町
役
場
第
一
会

議
室

▽
啓
発
活
動　
12
月
６
日（
火
）11

時
～
12
時
・
イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ

ン
タ
ー
涌
谷
店

▼
問
い
合
わ
せ
先

仙
台
法
務
局
古
川
支
局

☎
22
ー
０
５
１
０

町
民
生
活
課
町
民
生
活
班

☎
43
ー
２
１
１
３

コロナ対策お知らせ イベント相談 募集

年
４
月
に
埋
め
立
て
が
完
了
す
る

見
込
み
で
す
。
新
た
な
最
終
処
分

場
の
建
設
用
地
と
し
て
、
組
合
を

構
成
す
る
市
町
は
１
ヵ
所
以
上
の

候
補
地（
３
ha
）を
選
定
し
、
提
案

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

今
後
の
処
分
場
の
建
設
用
地
に
つ

い
て
、
輪
番
で
取
り
組
む
こ
と
も

決
ま
り
ま
し
た
。

　
町
で
は
現
在
、
候
補
地
の
検
討

と
適
地
と
な
る
場
所
の
選
定
作
業

を
進
め
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
、

各
市
町
か
ら
候
補
地
が
提
案
さ
れ

た
後
、
大
崎
地
域
広
域
行
政
事
務

組
合
に
お
い
て
選
定
作
業
が
実
施

さ
れ
、
令
和
６
年
４
月
頃
に
候
補

地
が
正
式
決
定
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課
町
民
生
活
班

☎
43
ー
２
１
１
３

日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ

調
査
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す

　
涌
谷
町
に
住
む
65
歳
以
上
の
人

を
対
象
に
、
生
活
状
況
の
調
査

（
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
）を

実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
介
護

保
険
事
業
計
画
や
高
齢
者
福
祉
計

画
の
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
の
で
、

後
発
巨
大
地
震
へ
の

注
意
を
促
す
情
報
提
供

を
開
始
し
ま
す

　
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
沿
い
で

地
震
が
発
生
し
、
さ
ら
に
大
き
な

地
震
が
起
き
る
可
能
性
が
通
常
と

比
べ
て
高
ま
っ
た
と
評
価
さ
れ
た

場
合
に
気
象
庁
か
ら
注
意
を
促
す

情
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。
発
表
さ

れ
た
際
に
は
、
災
害
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
地
震
へ
の
備
え
を
万
全

に
し
ま
し
ょ
う
。
詳
細
は
、
内
閣

府
の
「
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
沿

い
の
巨
大
地
震
の
解
説
ペ
ー
ジ
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

内
閣
府（
防
災
担
当
）

☎
03
ー
３
５
０
１
ー
５
６
９
３

仙
台
管
区
気
象
台

☎
０
２
２
ー
２
９
７
ー
８
１
６
０

大
崎
広
域
の
一
般
廃
棄

物
最
終
処
分
場
候
補
地

の
選
定
に
つ
い
て

　
大
崎
管
内
の
家
庭
か
ら
排
出
さ

れ
る
燃
え
る
ご
み（
一
般
廃
棄
物
）

は
、
各
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
焼

却
さ
れ
、
そ
の
後
は
最
終
処
分
場

ま
で
運
ば
れ
埋
め
立
て
処
分
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
現
在
稼
働
し
て
い
る
最
終
処
分

場
「
大
日
向
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク

（
大
崎
市
三
本
木
）」
は
、
令
和
12
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法
テ
ラ
ス
宮
城
巡
回

無
料
法
律
相
談
の
お
知

ら
せ

　
金
銭
の
貸
借
や
相
続
ト
ラ
ブ
ル
、

離
婚
、
労
働
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
悩

み
を
弁
護
士
に
相
談
し
て
み
ま
せ

ん
か
？
相
談
は
、
収
入
や
資
産
が

一
定
額
以
下
で
あ
る
場
合
、
無
料

で
す
。
刑
事
手
続
き
や
法
人
に
関

す
る
相
談
は
で
き
ま
せ
ん
。
事
前

予
約
が
優
先
さ
れ
ま
す
。
予
約
の

際
に「
涌
谷
町
の
巡
回
相
談
希
望
」

と
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
12
月
22
日（
木
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
16
時
30
分

▼
場
所　
涌
谷
町
役
場
第
一
会
議
室

▼
問
い
合
わ
せ
先

法
テ
ラ
ス
宮
城

☎
０
５
０
ー
３
３
８
３
ー
５
５
３
８

み
や
ぎ
Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン

就
職
支
援
オ
フ
ィ
ス
事
業

の
ご
案
内

　
み
や
ぎ
Ｉ
Ｊ
Ｕ（
移
住
）タ
ー
ン

就
職
支
援
オ
フ
ィ
ス
で
は
、
宮
城

県
外
の
大
学
な
ど
に
在
学
中
の
学

生
を
対
象
に
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就

職
の
相
談
・
求
人
紹
介
な
ど
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
い
、
宮
城
県
内
の
就

職
活
動
に
か
か
る
交
通
費
や
宿
泊

費
の
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

み
や
ぎ
Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
支
援

オ
フ
ィ
ス

☎
０
２
２
ー
２
１
６
ー
５
０
０
１

第
２
回
涌
谷
町
障
が
い
者

理
解
啓
発
講
座
を

開
催
し
ま
す

　
発
達
障
害
者
・
児
の
傾
向
と
対

応
に
つ
い
て
、
一
般
社
団
法
人
ア

ス
ム
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
講

義
い
た
だ
き
ま
す
。
発
達
障
害
を

持
つ
本
人
と
ど
の
よ
う
な
場
面
で

ど
の
よ
う
な
対
応
が
適
切
な
の
か

な
ど
、
質
疑
応
答
の
時
間
も
設
け

ま
す
。
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
人

は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
12
月
５
日（
月
）

　
　
　
　
11
時
～
12
時

▼
場
所　
ゆ
う
ら
い
ふ

▼
受
講
料　
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
福
祉
班 

☎
25
ー
７
９
０
２

結
の
郷
わ
く
や 

☎
25
ー
９
６
７
５

涌
谷
町
役
場
職
員

（
上
級
行
政
職
）を

募
集
し
ま
す

　
令
和
５
年
４
月
１
日
採
用
の
涌

谷
町
役
場
職
員
を
追
加
募
集
し
ま

す
。詳
細
は
、涌
谷
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
総
務
班

☎
43
ー
２
１
１
１

第
４
次
涌
谷
町
食
育
推
進
計

画
に
か
か
わ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す

　
第
４
次
涌
谷
町
食
育
推
進
計
画

（
案
）を
策
定
し
ま
し
た
。
意
見
や

提
言
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
涌
谷

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
か
ら
閲
覧

く
だ
さ
い
。

▼
応
募
資
格　
涌
谷
町
に
居
住
ま

た
は
勤
務
す
る
人
お
よ
び
事
業
所

を
有
す
る
個
人
・
法
人

▼
募
集
・
閲
覧
期
間　
12
月
19
日

（
月
）～
１
月
10
日（
火
）

▼
応
募
方
法　
任
意
の
様
式
で
案

に
対
す
る
意
見
に
加
え
、
住
所
・

氏
名
ま
た
は
事
業
所
名
・
連
絡
先

を
記
入
し
、
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・

持
参
な
ど
で
送
付
く
だ
さ
い
。
持

参
の
場
合
の
受
付
は
平
日
の
み
と

し
、
郵
送
の
場
合
は
、
１
月
10
日

（
火
）消
印
有
効
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課
健
康
づ
く
り
班

☎
25
ー
７
９
７
３

フ
ァ
ク
ス
43
ー
５
７
１
７

涌
谷
町
国
際
化
協
会
の

英
会
話
教
室
の
お
知
ら

せ

　
英
会
話
に
関
心
の
あ
る
皆
さ
ん

が
日
常
の
身
近
な
出
来
事
を
英
語

で
話
し
合
う
勉
強
会
で
す
。
中
学

生
か
ら
70
代
ま
で
の
大
人
ま
で
幅

広
い
年
齢
層
の
人
が
、
英
会
話
力

の
向
上
と
維
持
に
楽
し
く
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
実
施
日
時

▽
通
年
教
室　
毎
月
第
１・
３
土

曜
日（
月
２
回
）10
時
～
10
時
45
分

▽
冬
季
教
室　
１
月
４
日（
水
）、

５
日（
木
）、
６
日（
金
）10
時
～
10

時
45
分（
中
学
生
）11
時
～
11
時
45

分（
高
校
生
）

▼
場
所

▽
通
年
教
室　
ウ
ッ
ド
ラ
ン
ド
英

語
教
室（
涌
谷
町
字
裏
桜
町
16
）

▽
冬
季
教
室　
涌
谷
町
役
場
西
庁

舎
第
一
会
議
室

▼
対
象
・
募
集
人
数

▽
通
年
教
室　
中
学
生
か
ら
大
人

ま
で
・
10
人

▽
冬
季
教
室　
中
学
生
・
高
校
生

各
10
人

▼
申
込
期
限

▽
通
年
教
室　
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り

▽
冬
季
教
室　
12
月
26
日（
月
）

▼
会
費（
初
回
で
集
金
）

▽
通
年
教
室　
月
額
２
千
円

▽
冬
季
教
室　
２
千
円

▼
申
込
方
法　
企
画
財
政
課
備
え

付
け
の
申
込
用
紙
を
提
出

▼
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
政
課
企
画
班

☎
43
ー
２
１
１
２

「
置
き
配
」
で
の

ト
ラ
ブ
ル
に
注
意

　
ネ
ッ
ト
通
販
で
Ｃ
Ｄ
を
注
文
し

た
。
置
き
配
を
希
望
し
た
つ
も
り

は
な
い
が
、
玄
関
前
に
置
か
れ
た

よ
う
で
、
配
達
さ
れ
た
写
真
を
サ

イ
ト
で
確
認
し
た
。
し
か
し
、
数

時
間
放
置
さ
れ
た
た
め
、
盗
ま
れ

た
よ
う
で
、
商
品
を
受
け
取
っ
て

い
な
い
。

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

　
玄
関
先
な
ど
の
指
定
し
た
場
所

に
置
く
こ
と
で
配
達
を
完
了
す
る

「
置
き
配
」
は
、
ネ
ッ
ト
通
販
を

中
心
に
、
急
速
に
普
及
し
て
い
ま

す
が
、
誤
配
や
盗
難
な
ど
の
リ
ス

ク
も
あ
り
ま
す
。
メ
リ
ッ
ト
と
デ

メ
リ
ッ
ト
を
理
解
し
て
利
用
し
ま

し
ょ
う
。
利
用
す
る
場
合
は
、
注

文
前
に
利
用
規
約
を
よ
く
読
み
、

ト
ラ
ブ
ル
の
際
の
補
償
・
連
絡
先

を
把
握
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
困
っ
た
時
は
早
め
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。
毎
週
月
曜
日
・
木
曜
日

は
９
時
か
ら
15
時
ま
で
消
費
生
活

相
談
員
が
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
な
る
べ
く
電
話
で
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

　
（
資
料 

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課
町
民
生
活
班

☎
43
ー
２
１
１
３
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女
性
応
援
座
談
会

in
涌
谷
町

　
女
性
活
躍
や
男
女
共
同
参
画
と

い
う
言
葉
は
よ
く
聞
く
け
ど
、
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
た
ら
よ

い
の
だ
ろ
う
？
と
思
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
職
場
や
地
域
で

働
き
や
す
く
暮
ら
し
や
す
い
社
会

を
作
る
た
め
に
何
を
し
た
ら
よ
い

か
、
み
ん
な
で
考
え
る
機
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。
涌
谷
町
で
活
躍

す
る
ゲ
ス
ト
の
話
や
講
師
の
話
を

聞
い
て
知
識
や
ヒ
ン
ト
を
得
て
、

座
談
会
で
気
軽
に
話
し
合
い
、
涌

谷
町
を
盛
り
上
げ
る
き
っ
か
け
づ

く
り
の
た
め
に
、
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
参
加
費
は
無
料
。

▼
日
時　
12
月
16
日（
金
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
16
時
10
分

▼
場
所　
涌
谷
町
役
場
２
階
大
会

議
室

▼
申
込
方
法　
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
備
え
付
け
の
チ
ラ
シ
を
使
用
し
、

フ
ァ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

▼
定
員　
会
場
30
人
、
オ
ン
ラ
イ

ン
30
人（
い
ず
れ
も
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

株
式
会
社
サ
ン
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス

（
座
談
会
事
務
局
）

☎
０
５
０
ー
５
５
３
２
ー
０
４
４
５

フ
ァ
ク
ス
０
２
２
ー
７
４
８
ー

５
７
９
２自

衛
官
を
募
集

　
《
自
衛
官
候
補
生
》

▼
応
募
資
格　
18
歳
以
上

　
　
　
　
　
　
33
歳
未
満

▼
受
付
締
切　
通
年
で
受
付

《
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生

徒（
推
薦
・
一
般
）》

▼
応
募
資
格

▽
推
薦　
男
子
で
中
卒（
見
込
含
）

17
歳
未
満
の
成
績
優
秀
か
つ
生
徒

会
活
動
な
ど
に
顕
著
な
成
績
を
修

め
学
校
長
が
推
薦
で
き
る
人

▽
一
般　
男
子
で
中
卒（
見
込
含
）

17
歳
未
満
の
人

▼
受
付
期
間

▽
推
薦　
10
月
１
日（
土
）

　
　
　
～
12
月
２
日（
金
）

▽
一
般　
10
月
１
日（
土
）

　
　
～
令
和
５
年
１
月
６
日（
金
）

▼
試
験
日（
い
ず
れ
か
指
定
の
１
日
）

▽
推
薦　

令
和
５
年
１
月
５
日

（
木
）～
１
月
７
日（
土
）

▽
一
般　

令
和
５
年
１
月
14
日

（
土
）～
１
月
15
日（
日
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
宮
城
地
方
協
力
本
部
石
巻

地
域
事
務
所

☎
０
２
２
５
ー
83
ー
６
７
８
９

第
９
回
オ
カ
リ
ー
ナ
彩
音

コ
ン
サ
ー
ト

　
「
心
あ
た
た
ま
る
冬
」
を
テ
ー

マ
に
、
冬
を
感
じ
る
曲
や
ク
リ
ス

マ
ス
ソ
ン
グ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

曲
を
奏
で
ま
す
。
ど
な
た
さ
ま
も

お
気
軽
に
癒
し
の
ひ
と
時
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
12
月
11
日（
日
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

▼
場
所　
田
尻
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
入
場
料　
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

オ
カ
リ
ー
ナ
彩
音（
大
橋
）

☎
０
９
０
ー
４
６
７
２
ー
５
６
６
９

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
「
オ
カ
リ
ー
ナ
彩
音
」

で
検
索
。新

春
の
つ
ど
い

　
感
染
症
予
防
に
配
慮
し
、
飲
食

を
伴
う
祝
賀
会
は
行
わ
ず
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
を
鑑
賞
し
な
が
ら
新

年
を
お
祝
い
す
る
会
と
し
て
実
施

し
ま
す
。

▼
日
時　
１
月
５
日（
木
）

　
開
場
９
時
30
分
、
開
会
10
時
、

　
閉
会
12
時

▼
場
所　
涌
谷
公
民
館

▼
申
込
方
法　
町
民
は
各
行
政
区

長
に
、
企
業
な
ど
か
ら
参
加
す
る

場
合
は
企
画
財
政
課
窓
口
で
12
月

15
日（
木
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▼
参
加
費　
千
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
政
課
企
画
班

☎
43
ー
２
１
１
２

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品

等
価
格
高
騰
緊
急
支
援

給
付
金
に
つ
い
て

▼
対
象　
左
記
の
い
ず
れ
も
住
民

税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
人
か
ら
扶

養
さ
れ
て
い
る
人
の
み
の
世
帯
は

対
象
外
で
す
。

▽
住
民
税
非
課
税
世
帯　
基
準
日

（
令
和
４
年
９
月
30
日
）に
、
令
和

４
年
度
分
の
世
帯
全
員
分
の
住
民

税
が
非
課
税
の
世
帯
。
対
象
と
な

る
可
能
性
が
あ
る
世
帯
に
は
、
11

月
下
旬
に
確
認
書
を
送
付
し
て
い

ま
す
。

▽
家
計
急
変
世
帯　
予
期
せ
ず
令

和
４
年
１
月
以
降
の
収
入
が
減
少

し
、
令
和
４
年
度
分
の
住
民
税
が

課
税
さ
れ
て
い
る
世
帯
全
員
の
そ

れ
ぞ
れ
の
年
収
見
込
額
が
、
住
民

税
非
課
税（
相
当
）水
準
以
下
の
世

帯
。
給
付
金
の
受
給
に
は
、
申
請

が
必
要
で
す
。

▼
申
請
期
限　
令
和
５
年
１
月
31

日（
火
）

▼
給
付
額　
１
世
帯
あ
た
り
５
万

円▼
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
福
祉
班

☎
25
ー
７
９
０
２

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

わ
く
や
生
活
支
援
商
品
券

を
配
付
し
ま
す

　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
や
世
界
情
勢

の
影
響
に
よ
る
物
価
高
騰
に
よ
り

負
担
が
増
加
し
て
い
る
町
民
全
世

帯
へ
の
支
援
と
し
て
、
１
世
帯
あ

た
り
１
万
円
分
の
商
品
券
を
配
付

し
ま
す
。

▼
配
付
方
法　
全
世
帯
に
11
月
下

旬
か
ら
発
送
し
て
い
ま
す
。
対
象

世
帯
は
、
令
和
４
年
10
月
21
日
を

基
準
日
と
し
て
い
ま
す
。

▼
使
用
期
限　
届
き
次
第
使
用
で

き
、
令
和
５
年
１
月
31
日
ま
で
と

な
り
ま
す
。

▼
商
品
券
の
内
訳　
１
世
帯
あ
た

り
１
万
円
で
、
小
規
模
加
盟
店
専

用
券
千
円
券
６
枚
、
全
店
舗
共
通

券
千
円
券
４
枚

▼
利
用
可
能
店　
遠
田
商
工
会
加

盟
店
の
う
ち
、
涌
谷
町
内
の
加
盟

店
で
使
用
で
き
ま
す
。
詳
細
は
商

品
券
に
同
封
す
る
一
覧
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
☎
43
ー
２
１
１
１
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涌谷町の新たな冬の風物詩へ
城山公園のライトアップ事業

（12月30日〜1月3日を除く）

冬に咲く桜
幻桜ライトアップ

ー
期
間

12 1
14 12

※写真はイメージです

　令和 4 年冬から涌谷町の新たな冬の観光誘客施策として、城山公園を会場としたライト
アップイベントを実施することとしました。
　さらに、同期間中、ライトアップイベントに合わせて涌谷町内の各所を巡り、涌谷町に
ちなんだ謎解きを楽しむデジタルスタンプラリーを実施します。謎解きチェックポイント
として設定する天平ろまん館やわくや天平の湯、城山公園のほか、町内の飲食店を回って
景品をゲットしましょう。今後開催内容が変更になる場合があります。詳細は、涌谷町公
式ホームページをご覧ください。

《冬に咲く桜 幻桜ライトアップイベント概要》
●期　間　令和4年12月14日（水）～令和5年1月12日（木）
　　　　　（12月30日～1月3日は除く）
　　　　　各日18時～21時（初日のみ18時30分から点灯式）
●会　場　ライトアップ：城山公園および町立史料館（3 階からの観覧と特別御城印進呈）
　　　　　謎解きデジタルスタンプラリー：町内全域
●協力金　次年度以降のライトアップ開催に向けた協力金を入場時に頂きます。
　　　　　大人500円、小学生以下300円(3歳未満無料)
　　　　　（史料館入場として別途1人800円（3歳未満無料））
　　　　　謎解きデジタルスタンプラリー参加料は、無料
●駐車場　JA 新みやぎ涌谷支店および涌谷営農センター駐車場、月将館小学校駐車場、
　　　　　涌谷町役場などを予定（桜まつりと異なり、河川敷を駐車場に使用できません）
　　　　　城山公園内駐車場は、涌谷神社参拝者のみ使用いただけます。
　　　　　涌谷町外からお越しの際には、なるべくJR石巻線をご利用ください。
●問い合わせ先
　　　　　幻桜ライトアップ実行委員会事務局（涌谷町まちづくり推進課内）　☎43-2119
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